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はしがき

本研究報告書は平成 13年度......， 15年度文部科学省科学研究補助金、萌芽的研究

課題番号 1387 740 2により、平成 13年度より平成 15年度までの 3年間に

わたり、滋賀医科大学医学部看護学科において行った rDelphi法による看護学

・保健学系大学院に対する看護職者の需要に関する研究Jと「看護学・保健学系

大学院に対する既進学者のニーズ」の研究成果の概要をまとめたものである。

尚、 rDelphi法による看護学・保健学系大学院に対する看護職者の需要に関す

る研究j は現在投稿中である。本研究の一部は、第 27回日本看護研究学会学術

集会 (2001年、金沢)、第 28回日本看護看護研究学会学術集会 (2002年、横浜)、

第 22回看護科学学会学術集会 (2002、東京)において報告している。「看護学・

保健学系大学院に対する既進学者のニーズJは滋賀医科大学看護学ジャーナル第

2巻第 1号 3・II頁に報告されており、編集委員会の了解を得てことに転載した。
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